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7/31 木 

●今日は朝から赤旗新聞のお勧めに回りました。八尾議員と一緒に訪問、留守が多かったのですが
日曜版１部増えました。午後から河合町の南口議員と訪問、ここでも日曜バン１部でした。保守の方
ですが共産党の行っていることはおかしいと思うことはあまりいっていないといわれました。
●支部会議で６中総の学習会。今話題になっている「蟹工船」を読んだことの無い青年がいました。
蟹を食べながら蟹工船を読む会をしようと提案。なかなか面白い企画です。具体化したいと思いま
す。

7/30 水 

●奈良の医療を考えるシンポジウム、奈良県地域医療等対策協議会の主催で、医師不足につい
て。と日野原重明さんの講演、シンポジウムが行われました。１００年会館の大ホールはいっぱいで
した。
●なぜ医師は町から立ち去って行くのかと題して奈良県の特別参与になった城西大学経営学部准
教授の伊関友伸氏の講演。赤と白のカードが参加者に渡されていてクイズ形式でどちらかを掲げて
正解を知らせるという手法で行われました。医師がいかに不足し過酷な労働実態かわかりやすく、又
兵庫県の柏原（かいばら）病院の例を紹介され人口７万人の町で５万５千人の子どもと病院を守ろ
う、お医者さんを守ろうという署名が知事に提出されました。住民が医療のかかり方をコンビ二診療
(24時間の受診）は止めよう、しかしこんなときはすぐに受診しようという手引きなども普及して、医師
が減って閉鎖寸前の病院に医師が２人から３人になったこと。時間外受診が１４倍も減ったこと。有
難うメッセージで医師を励まし。みんなが一体となって地域医療を守った感動的な事例が報告されま
した。
●日野原先生はもうすぐ９７歳とは思えない元気なかたでした生き方を美しくデザインする生き生き
する心と体と題して講演。今日奈良に来るので仕事を片付けて毎日４０から５０通のメールや手紙な
どに目を通して寝たのが５時。２時間ほどしか睡眠をとっていないということでした。睡眠は４から５時
間が平均ということです７０歳を過ぎたら腹７文目、自立して生きていくことが大事ということです。人
間には２２０００の遺伝子がありいい遺伝子も悪い遺伝子もあって完璧な人間はいなく、たとへ病気
になっても良い環境にいると悪い遺伝子は眠ってしまうということでした。荒井知事との対談ではウォ
ーキングの仕方を指導され、まっすぐにかかとから足をしっかりつけて手を軽く振って後ろにやや強く
引くとかっこよくなるとのことで少しの指導で歩き方がぐんとかわりました。
●奈良県としてはいい取り組みだったと思いますが、医師不足の影に国の医療費抑制政策がある
所まで踏み込めないのが行政の限界のようにも思いました。
●葛城北民主商工会と地方議員との懇談会が開かれました。

7/29 火 

●母が体調を壊して医療機関に受診
●葛城税務署に民主商工会の皆さんと収支報告書の提出強要の中止を求める要望の申し入れと要
望書４３３通を返還にいって来ました。自主申告をしている人に１０００万円以上の売り上げがあるの
ではという見込みで収支報告書が送られてきたものですが、確定申告の受理条件ではありません。
●２０億に関連して連帯保証人の一人が自分の知らない間に印鑑を偽造されて連帯保証をさせられ
返還の責任は無いとする裁判があり奈良地方裁判所に傍聴に行ってきました。原告側は。印鑑は実
印であることを認めていましたが署名は本人のものではないこと。また協業組合というなら組合の役
員としてかかわったり、従業員として給与をもらうなどもまったく無かったと主張。県側の設立当時の
関係書類の提出を求めていました。次回は９月２２日１１時３０分から。
●河合診療所友の会役員会。

葛城税務署前にて
掲げている申し入れ書
を渡し終わったところで
す

7/28 月 

●豆田よしのり衆議院予定候補、八尾春雄広陵町議、藤本みやこ香芝市議らとともに五位堂駅前早
朝宣伝、暑い、暑い。暑い朝でした。
●県議団総会、半年間の取り組みのまとめや学習などおこないました
●川口議長に議会運営についての申し入れ。

７/27 日 

●健生会友の会ニュースの配達。
●葛城業者後援会で信貴山観光ホテルに行き、総会を行いました。来るべき選挙で勝ち抜ける後援
会にと意思統一。食事を囲んで落語、カラオケと楽しいひと時を過ごしました。お風呂も、天然温泉で
さらっとしていてとても気持ちのいいお湯でした。桜のシーズンは１年前から予約になるようです。露
天風呂から手の届くところに桜の木があってさぞかしきれいだろうと思いました。

ページトップへ

７/26 土 

●大阪で開かれている全国自治体学校に参加。弁天町の市民学習センターで９時３０分からと聞い
ていたので探して探していってきました。途中で道を尋ねたら、青年の人が親切にエレベーターのと
ころまで案内してくれました。ついたら集会らしい気配が無く入り口に人がいて会場が変わりましたと
いわれて、疲れと暑さがいっぺんにやってきましたが、ここまできたからと吹田市民会館までまた電
車に乗り換えて。遅れること１時間。水問題の分科会に参加しました。
●命の水の危機を自治体、住民はいかに守るかに参加しましたが実にさまざまな立場の方がさまざ
まな角度からの報告をしていただき、せっかく奈良県から出かけていったので自己紹介を兼ねて大
滝ダムのことや、吉野川の悪臭問題、鮎が取れなくなってきていることや山が荒れていること、緑の
ダムにしたいというような事を発言しました。分科会が終わってから、実際の緑のダムを始めた宮崎
のかた、水質浄化に取り組んでいる方など、いろいろな専門家の方と知り合いになれたのは行った
価値があったと思いました。

自治体学校命の水文化
会

7/25 金 

●地場産業の勉強会、関係者の方と懇談しました
地場産業といっても実態把握もされていません
今さまざまなところと手をつないで異なった角度から新たなものを見出し視点が必要ではないかと感
じました
生活相談　創業の祭の融資制度について
８６周年の志位委員長の講演の載った新聞を持って共産党のお勧めに行きました。１件はお留守。
もう１件は読ませてもらいますといってくれました
赤旗のお勧め、宣伝紙を渡して来ました

7/24 木 ●第２５回北葛城郡消防操法大会、河合町の町民グランドで行われ参加しました。暑い中で日ごろ
訓練された成果を見せていただきました。消防署が駆けつけるまでの間、初期消火を行います。仕
事の傍ら夜訓練されているとか。ご苦労様です。
●２０億裁判、大阪高等裁判所で第７回公判が行われました。２３日県は破産宣告の申し立てを行
いました。同じ日に理事長が病気のためにお亡くなりになったそうです。住民裁判は組合を相手に実
施しているものですが、その後責任を取る人がいないのではないかといわれていました。次回は９月
２９日です。
●大阪の淀屋橋付近の歩道には霧のシャワーのようなものが温暖化対策で通路の両側から噴出し



ていました。その下だけはすこし涼しい感じがしました。
●県議団会議、やっと５人そろって取れた時間です。
●中南和地区常任会議

7/23 水 ●峠を越えてやっと降りてきました。携帯電話が圏外でしたがやっと通じるようになりました。九品村
の温泉で疲れを取り、バスで東京まで、東京から新幹線で帰ってきました

7/22 火 

●山の鼻から尾瀬の湿原をお花畑の中を歩いて７時間長蔵小屋まで行きました。ガイドさんが花の
名前などを紹介してくれますが１０人以上もいると最後のところに来るとまったく違う名前になってしま
います
木道は６５キロ続いています。
●ごみ持ち帰りでごみはまったく見られませんでした。トイレは有料。尾瀬沼の休息所のトイレは私
設のもので、建設だけで１０００万円もかかっているそうです。そこは２００円それ以外は１００円です。

　

7/21 月 
●尾瀬に行ってきました、新幹線で戸毛高原まで、そこからマイクロバスで鳩待ち峠に。尾瀬は１年
前に２７番目の国立公園になりました。マイカー規制で、約１時間山小屋まで歩きました。ちょうど赤
旗で尾瀬が紹介されて、自然を守るさまざまな取り組みが大変興味を覚えました。

　

7/20 日 

●北葛城郡少年野球大会開会式　広陵町健民グラウンドで行われ、挨拶させていただきました、青
い空に白い雲せみの声にぎらぎら光る太陽と夏真っ盛りです。真っ黒く日焼けした元気な姿に、元気
をもらいました
●上牧町議会報告会と日本共産党の集いに参加。スライドを使って報告、後の質疑では、党名を変
えたら伸びるのではないか、安保をなくして対等平等の友好条約とはどのようなものなのか。自衛隊
はどうなるのか。いろいろな疑問がでて面白い集いになりました。

ページトップへ

7/19 土 

●明日の上牧町の集いの資料を届けました
●宇陀市の伊勢街道の町並みを保存などの町おこしの方がたの取り組みで１時から３時まで榛原を
ウォーキング。新しい発見が次々とあり、とても面白く興味深い取り組みでした。議会で大和の名水
を取り上げていましたが追加で認められた墨坂神社の名水があり持っていたペットボトルに入れて飲
んでみました。感激です。もう少し大和の名水を墨坂神社は春日大社の最初の本殿を移築した物で
由緒あるところです、この地域は養蚕が盛んで女工さんの工場があり小さな町に呉服屋さんが１０軒
もあったそうです。また薬にゆかりのある町でロート製薬の社長さん、ツムラ順天堂の社長さんなど
の出身地とか、本居宣長が吉野に行くときに泊まった油やという本陣等古来から人々が行き来したと
ころです。地元のお寺の住職さんにもお話を伺いました。天上を飾る見事な１０８体の観音像の絵な
ど初めては意見させていただきました。又戦争のときの弾劾の後が近鉄の高架下に生々しく残って
いて奈良にも戦争があったことを再確認しました。昨日景観方や歴史的町並み保存法を勉強してき
ましたので何とか残せないものかと思います。
●コーラス今日はリハーサルで本番は８月２３日に行う予定です。興味のある方はどうぞいってみて
下さい。
●孫の保育園の夏祭りに参加しました。妹が生まれて少しお母さんに甘えたくて登園拒否中です
が、久しぶりの保育園でおともだちや先生と会って、さあどうなるでしょうか。

　　

　

７/18 金 

●新婦人の妊婦検診についての要望。妊娠されたお母さんが検診５回まで無料と思っていたら追加
のお金を請求されて、お金の持ち合わせが少なく、何とか間に合ったが、これでは無料とは違いま
す。また全国的にも検診回数が増える中で全国ワースト３の奈良県何とか拡大して欲しいと切実でし
た。
●学校耐震化についての要望に同席。学校耐震化は１次検診は全国１とのことですが実際に改善
する場合には専門家のチェックが必要で、２次検診が遅れていること、予算の関係で県立の養護学
校は２２年まで県立高校は２７年までに改善する計画であるとのことです。
●学校耐震化についての要望に同席。県委員会の６中総学習会
●景観について考える第１回奈良県オープンセミナーに参加しました。景観法や、歴史まちづくり法
について国土交通省の地域整備局公園緑地・景観課の脇坂課長補佐と京都市の新景観政策につ
いて京都市都市計画局都市景観部景観政策課高谷元彦課長の講演を聞きました。京都の取り組み
が少し筒ですが成果が上がってきています。景観が良くなることで地価が下がらなくなったといってい
ました。又コンビニのカンバンも原色を避けてローソンも白地に黒の文字や和民も赤ではなく茶色の
なっているなどそこの地域の景観にマッチしたものになっていることがスライドで紹介され興味深い
内容でした。県下の自治体からも来られていて交流させていただきました。

新婦人の申し入れ

7/17 木 

●母の用事で大阪に行ってきました
●中南和地区常任会議、日本共産党の綱領とひびきあう情勢になっていること、若者の置かれてい
る２つの困難、世界１高い学費。雇用問題、貧困、などが自分の責任であると思い込まされている２
重の困難を抱えているという新たな提起がされています。



7/16 水 ●五位堂駅前早朝宣伝
●ホームページの更新
●生活相談　子どものこと
●県議団ニュースの原稿
●訪問１件　地場産業について意見交換をさせていただきました。赤旗日刊紙１部拡大。
●葛城北民主商工会　収支報告書の提出強要の中止を求める決起集会に参加し、挨拶させていた
だきました。集会では、６月１４日に葛城税務署員が追徴金１００万円を減免する見返りに１５万円を
もらって逮捕されたことが紹介され。６月１６日には収支報告書が各会員に届けられたということで怒
りの声が出されました。賄賂を贈ったのは東大阪のティグレという株式会社で中小企業の経営、税務
相談をしていたところです。●収支報告者は売り上げが１０００万円を越えると思われる消費税非課
税業者に書類を送り提出を強要しています１９８４年に開かれた台１０１国会において、「所得税法の
一部改正法案」の成立と同時に参議院大蔵委員会で「収支報告書の提出」および「記載」について
「申告納税制度のこれまでの経緯や納税者の実態に十分配慮し小規模事業者に過大な負担になる
ことがないよう十分留意するとともに適正な運用に努めること」の付帯決議がなされ、収支報告の添
付が無くても罰則の無い訓示規定とされ、国税庁も収支内訳書の添付は確定申告受理の要件では
ないとの見解を示しています。

決起集会にて挨拶

７/15 火 

●大阪の民主主義と人権を守る府民連合を訪問して、部落解放同盟の利権あさりの実態について
調査をしました。中でも地元で一貫して戦ってきた東さんからお話を聞くことが出来ました。
●住宅が出来た当時,窓口１本化になっていたため、新築の住宅に入居する際には４００万円など部
落解放同盟に支払っておられる方があり、そうすると入居者は「購入した」と思っており、その上、大
阪市が家賃も請求してこなかった事情も重なり、今になって家賃滞納が裁判になるというとんでもな
いことが起きています。家賃支払いの命令が出ると当時排除して差別していた民権連に相談が来る
ようになったとのことです。当時の住宅が古くなって昨年新たに建て替えられた住宅もありました。新
しいものは窓口１本かはすでになくなっています。３５０軒も空き家になっているそうです。
●当時解放教育は、親が民主的な運動をやっているとその子どもを学校でいじめる差別するなどが
まかり通り、子どもに糾弾を教えて家を取り囲み石を投げさせるなどがあり、学校では子どもたちは
それぞれ気ままにして教育にならず、先生でも暴力を加えられたとのことでした。演説会でそのことを
話すと。その当時まったくそのとおりだったそんな中でおっちゃんたちが命を掛けて頑張ってくれてい
たことは知らなかったと言ってくれた青年がいて後から運動に参加してくれるようになったとのことで
した。
●今地域では老人ホームの要望が強くなっています。３００人を越える待機者がいるそうです。
●現在差別はどうなっているかを尋ねてみました。「何も無い、解放同盟などはインターネットの差別
落書きがあるからあるというがだれが書いたものかも特定できない。それにはまっていてはだめ、同
和問題ははじめから違いが無いものを、行政が同和対策を行うということで違いをつけたのが真実
であって、何もしないのが１番」といわれました。この道１筋に歩んでこられただけにその言葉の重み
を感じます。

事務所

水平社発祥の地の記念
碑前で
東さん、今井、南口議員

７/14 月 

●奈良新聞社新社屋完成の式典が奈良ロイヤルホテルで開かれて参加しました。奈良県は全国１、
世帯あたりの新聞の購読が多いところだそうです。各界各層の方がこられ奈良県の情報発信に果た
している役割の大きさを感じました、田野瀬自民党会長、馬渕民主党代表のそれぞれから挨拶もあ
り，選挙ムードも漂っていました。
●生活と健康を守る会、県への申し入れに参加。「夜間、深夜に急病になったとき、昼であれば役所
が空いていますので生活保護の受給者ということがわかり医療が受けられますが、今回１０割払って
くださいといわれた。病院の医師も明日来てもらうようにいうかどうかためらった」など訴えがあり、静
岡市で発行している生活保護世帯休日夜間の証明書の発行を強く求めました。県の担当課では研
究するということです。
●北葛城郡ブロック会議

　

7/13 日 

●馬見丘陵公園朝のウォーキング、すれ違う人に挨拶をしながらいきましたが。こちらが声をかける
と返事が返ってきますが向こうから声を掛ける人はあまりいませんでした。
自治会の女性部のフラワーアレンジメントに参加しました
先生の指導のとおりにやるとかわいい花で作った犬が出来ました
高取町でお世話になったＭさんのお葬式に参列しました
最後はご自宅でお亡くなりになったようです。いつの通りすがりに立ち寄っていたので寂しくなりま
す。心からご冥福をお祈りいたします フラワーアレンジメント

ページトップへ

７/12 土 

●この夏１番の暑い日になりました
●朝から畑のジャガイモ堀のお手伝い。ゆっくり丁寧にしないとくわでジャガイモが傷ついてしまいま
す。掘りたてのジャガイモをゆでて、バターといっても無いのでバター入りマーガリンをつけましたが、
イカの塩辛を乗せて食べると最高です。
●コーラスの練習、孫つき練習でしたが一本の鉛筆といとし子よの２曲、だんだんそれらしくなってき
ました。
●午後からは子守、孫をつれて、母と買い物に、とてもくたびれました。絵本もいっぱい読みました。 我が家の畑のジャガイ

モです

7/11 金 

●帰宅が午前３時。ゆっくり寝ていようと思いましたが、７時前に目が開いてしまいちょっとボーとした
感じです。
●１０時３０分から、日本共産党中央委員会の第６回総会のCＳ放送を見に行きました
●野村彦忠氏の葬儀に参列９９歳でした、オリンピック柔道で３回金メダルを取った野村選手のおじ
いさんです。柔道着を着て棺に横たわっているとのことでした。参列者も柔道着を着てこられていまし
た。
馬見労祷教会で厳かに行われました。キリスト教のお葬式はその人が歩まれたことを紹介してくれる
のでどのような人だったのかよくわかります。柔道と出会い、豊徳館を創設され金メダリストまで育て
られました。神を愛し人を愛し。土を愛すということお弟子さんに伝えられたとのことです。また賀川豊
彦氏の教えを受けて農繁期に子どもを世話をしたことをきっかけに労祷保育園が作られました。その
当時の方々で、私もいろいろお世話になった懐かしいお名前が紹介されました。お葬式でしたが広陵
町の歴史を学ぶ場だったような気がします
●夜は５人の県会議員がそろっての県政学習会が広陵町中央公民館で開かれました。１２０名が参
加し会場がいっぱいでした。平岡町長も歓迎の挨拶をしてくれました。スライドを使っての報告に参加
された人もわかりやすかったと好評でした。

ぷちとまと

7/10 木 ●県議会最終日。本会議での反対討論を山村議員が行うことで議会運営委員会に討論を行うことを
提出。自民から全ての委員会に委員がいるので認められないと相変わらずの反対意見。それに同



調する意見が出されました。前回全国の議会での討論を調査するように要望していた結果を尋ねま
したが。まだ取りまとめ中という返事でした。各派できめて欲しいと振出しに戻されました。
●私は各派では、議運で、議運では各派でと先送りばかりでいつも結論がでない。次回、新しくなっ
た各派で最初に議題にあげて欲しいと主張確認されました。議会は議案に対して反対賛成など自由
に討論できて当たり前。当たり前のことを当たり前というようにすることは大変なことです。
●本会議では、安全安心条例は共産党と民主党が反対。プール廃止、県税条例、など４議案に共産
党が反対全議案賛成多数で可決されました。
●意見書は、後期高齢者医療制度の廃止は意見の一致が見られず上程されませんでした。日本共
産党提案の企業に排出規制を求める地球温暖化対策についての意見書が全会一致で可決しまし
た。地域医療の充実を求める意見書では要望項目に２２００億円の社会保障費の削減のキャップ制
を廃止することが盛り込まれ。可決しました。またこれまで県の計画は議会への報告しかありません
でしたが、議会の議決とする議員提案の条例が可決されました。ここでいったん休憩。
●それからが長ーい時間がかかりました。夜中１２時までの時間延長が延期され、最終的に（新創Ｎ
ＡＲＡ３名）の川口議長２３票，神田副議長２３票で決定されました。自民、１７公明、３新創ＮＡＲＡ３
が推した形となりました。日本共産党は独自投票。自民改革７、民主９もそれぞれ独自投票でした。
役員選挙では、常任特別委員会の希望や役員については各派の代表と協議して開かれた手法を行
うこと。また役員については各派の議席数に見合った比例配分を行うことを求めていましたが、中野
明美議員が環境廃棄物対策特別委員会の副委員長になりました。終了したのが１１日の２時過ぎ。
議員も理事者もお疲れ様でした。
●生活相談　ドメスティックバイオレンスについて
●王寺民報の原稿

7/9 水 

●母を病院に送っていきながら議会へ
●朝１０時３０分から厚生委員会でした１時４０分ごろの１０分休憩で終了は３時近くまでかかりまし
た。
●議案の審議、県営プールの廃止条例に反対しました。また、診療報酬改定に伴う医大の条文改定
については、４年間マイナス改定であり、今回は病院を優遇したものとの説明でしたが、診療所が成
り立たない場合は、地域として医療が守られず病院に来なくてもいい患者まで集中することになり、
県立病院そのものも大変になるとのことで反対しました。その他の議案では平成１３年から１８年まで
の間に医大と県立３病院で不適切な会計処理が行われていたことの中間報告が行われました。議
員の役割は公金が適切に処理されていたかのチェックであり６年にもわたって間違った数値で予算
決算審査をしていたことは重大問題であり、このことだけで委員会を持つくらいの内容ではないかと
意見を言いました。医師確保問題、研修指定病院の合同ガイダンスについては実施すると明言しま
した。
●後期高齢者医療奈良県広域連合の副理事を２名から３名に増やす問題で葛城市が否決した問題
で今後どうなるのか聞きました。９月に再度審議してもらい全部そろえば認められるとのことです。私
は時期が国では廃止が議論されている中で本当に必要ならもっと早くしておくべきだったのではない
かと意見を言っておきました。国保の減免制度について、私に届いた手紙を紹介。不況で収入が減
り国保の滞納で保険証がもらえず、保険料の一部を持って自治体に相談に行ったところ、渡せない、
全部払って何ぼのもんや、自分なら借金しても払うといわれ、そのショックで引きこもりになり、体を壊
し仕方なくよその自治体に住民票を移して、現在癌の治療をしているということです。病気の場合は
特別な事情で保険証を発行しなくてはいけないのではないか。県内の国保減免の実態はと質問しま
した。保険料は１０００世帯７０００万円、一部負担金は０であると回答しました。厚生労働省の調査で
は窓口減免は全国で４６％の自治体で実施しており奈良県が殆どしていないのはおかしい、県も支
援して必要な人は医療にかかれるようにすべきです。県ではこのような制度を市町村の担当者会議
などで周知すると応えました。
●原油価格の高騰に伴う福祉施設の移送費補助、京都府が行ったことを紹介、奈良県では１９，２０
年度に特別対策で通所サービスの経費を助成。１事業所年３００万を上限にしていますが現在４２事
業所平均２０５５０００円であるため、価格の高騰はカバーできるのではないかということでした。
●社会保障費を毎年２２００億円削減する問題で副支部長の見解をただしました。部長は社会保障
費の抑制が続くと県民にとって必要なサービスが確保できなくなる。給付と負担の議論が必要との見
解を述べました。

今
日でちなつちゃんは２歳
になりました
みんなでバースデーケ
ーキを囲みお誕生会を
しました

２本のローソクを消すの
にどきどきです

7/8 火 ●各派代表者会議
●厚生委員会の打ち合わせ

7/7 月 

●議会運営委員会
●一般質問、中野明美議員が質問しました
●関西学研都市について
●地球温暖化について
●安心して子どもを生み育てられる奈良県について
●ヤマトハイミールについて、テンポの良い質問に聞いていてもわかりやすく良かったです。ハイミー
ルは返済が1100万とのことでした。20億円まで返済してもらうのはまだまだです。

7/6 日 

●下市町観光文化センターで市田忠義書記局長を招いて吉野郡ではじめての日本共産党大演説会
を行いました。全体で620名が参加して大成功でした。
●午前中またとない機会ということで各自治体の行政関係者や議会関係者の方に集っていただき市
田さんを囲んでの懇談会を行いました。挨拶していただいた議長さんは「最近テレビを見ていると日
本共産党が行っていることが良くわかる。自分は保守だが、福祉充実、弱者救済、戦争反対は党派
の違いはあっても一緒にやれること」と力強いメッセージを頂きました。林業のこと、医療のこと、後期
高齢者医療制度のこと、民主党はどこまで本気かなどといった質問も。また「自治体病院が危機に陥
っていてぜひ現地を見て欲しい」との要望も県議団に出されました。
　過疎の委員会のたびに出来るだけ地元の要望に沿うようにと心がけてきましたが、質問をまとめて
議事録も配布してもらい、議会での日本共産党の役割も知ってもらえたことはとてもいい機会でし
た。
●講演が始まる前に”長生き節”を披露することになり皆さんの力を借りて何とか形が取れました。
●市田さんの話は困難な現状をどうすれば帰られるかというわかりやすいものでした。沢山の感想も
寄せられましたので楽しみです。
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7/5 土 
 

●こどもの国運動会で挨拶させていただきました
●コーラス練習。
●香芝，北葛城郡母親大会。食べ物の安全について、輸入食品について税関にいっている方からお
話を伺いました。マグロなどは港より空港からも本当に沢山入ってくるそうです。いわく「土と、電気以
外は全て輸入」だとか
●11日の県政学習会会の打ち合わせ

7/4 金 
 

●各派代表者会、今回は役員選挙になりますが、前回は全て決まってから日本共産党に報告があ
っただけでした。各議員の希望については出来るだけオープンにすべきと主張しておきました。
●議長選挙は神奈川県の場合立候補者が全員の前でビジョンを演説して投票をするやり方です。
●議会運営委員会
●県議会一般質問
●厚生委員会について問い合わせあり
●各派代表者会議



7/3 木 
 
●各派代表者会議、議会運営委員会
●代表質問　田中美智子議員が行いました。
　後期高齢者医療制度ではなぜ75歳で区切るのか知事はどうおもうのかを質問。知事はそれは差
別にはあたらない、きめ細かく対応できることになると国の主張を繰り返しました。
●平城遷都1300年では計画が発表されましたが予算の裏づけについてはまだいくらかかるかもでて
いないことがわかりました。
●ワーキングプアの問題では「気の毒なこと」というだけで、行政の責任などは触れませんでした。
●県委員会総会

7/2 水 
 

●次女宅にホームステイをしている韓国の大学生雲ちゃんと金閣寺に行って来ました。法隆寺か飛
鳥を案内しようと思っていたのですがどうも韓国では日本といえば金閣寺が有名のようでした。看護
を学んでいますが、日本に来る前は狂牛病の反対の集会にも参加してきたそうです。18歳なので選
挙権が無いということです。
　韓国はとても勉強熱心で高校3年生は朝7時30分から夜10時まで授業があるそうです。夏休みは高
校3年生はなし、ただし夏休みのときは6時で終わるそうです。お姉さんが高校に入ってから家族旅行
をしていないので車で家族で行くのは楽しいと喜んでくれました
　日本は看護婦さんが少なくて大変という話をしたら、韓国では給料も高くて、勉強も出来て、ほかで
は就職が出来なくても看護師さんなら仕事もあるといっていました。言葉も片言ですが日本語が話せ
ます。娘が少し韓国語を話します。わからないことはゼスチャーで。電子辞書も使ってどこまで通じた
かわかりませんが国際交流が出来ました。
　娘の浴衣がたんすにあったのでプレゼントしたらとても喜んでくれました。日本に着て面白かったこ
とを聞いたら奈良公園で鹿に洋服をかまれたことということです。鹿が普通にいることは奈良にいる
と当たり前ですがすごいことですね。
●生活相談　離職者支援の申し込みを断られたとのことです。それでだめなら生活保護しかありませ
ん、このような中でやむなくサラ金を利用する方法しかないのでしょうか。理念が良くても実際につけ
なければ意味がありません。
●葛城市議会で後期高齢者医療制度の県広域連合の規約変更案件が否決されました、県職員の
天下り先を増やすようなものといのが主な理由ということです。

7/1 火 
 

●今日から7月。久々に夏空になりました。議会は議案審査のため休会です。
●社会保障審議会の中間報告について調査。富山県議会では社会保障費を毎年2200億円抑制
する方針の撤回を求める意見書が採択されたとのことで富山県議会に意見書を送っていただきま
した。社会保障審議会の中でも日本医師会の代表から予算の削減はするなという声が上がってい
ます。
●生活相談・・・・・失業中家賃が払えないとのこと、離職者支援制度を紹介
●県庁へ

●生活と健康を守る会の県への申し入れ日程を打ち合わせ
●同和対策の負の遺産について調査するための打ち合わせ
●生活相談・・・・・介護保険について、「認定が来たが意味がわからない」とのことで電話を頂きま
した。
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